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・ 元の表の，標題・欄見出しの意味が非常に分かりにくく，大幅に意訳している。元の表の標題は「Employers and 











































































　　　1850 380 1853 870 1856 1,440 1859 1,060
　　　1851 760 1854 1,380 1857 1,100






線の被覆用としてＷ. シーメンス（Werner Siemens：平炉の発明者 William Siemens の兄）に売り込まれた。
シーメンスは幾つかの実験的使用の後，ドーヴァ ・ーカレー海底電線（1850-51年）にこれを採用した。
更にシーメンスは1850年，これをブリティッシュ・エレクトリック・テレグラフ会社に推薦し，その












年にリーズの石工 J. アスプディン（James Aspdin）が特許を得たものである。しかし，これも内実は
自然的にも存在していたセメント石を人工的に混合した物に過ぎない。1830年頃までに，陸軍少将C. 





































































































































































































































　　　ベッセマー方式 800 1,000 1,550 1,300 1,250
　　　平炉方式 174 251 455 475 610

























































































メイル・スティーム・パッケッツ社（the British and North American Royal Mail Steam Packets）（愛称はキュ
ナード：Cunard）の船も全て木製だった。もっとも，1850-58年にそのライヴァルとなったアメリカ





































































































する）については，J. ホーンブラウワー（Jonathan Hornblower），ボールトン＆ワット社（Matthew 


































































































































































































　　　紡錘数 11万8000 22万1000 81万7000




















































































































































































































































































































































するが，現代的基準では効率的でなかった。1866年にドイツのN. A. オットー（Nikolaus August Otto）
が大気圧エンジン（atmospheric engine）を発明したが，騒音と痙攣がひどかった。その10年後に大い
に改良された「静かな」オットーが登場し，これがブリテンでは，とくに軽金属産業で普及した。そ
の後，軽産業では，高価ではあるが取り扱いの便利な石炭ガス以外のエネルギー源（文脈上は，主と
して電力を指すと思われる）が次第に用いられるようになっていった。
（1880年代におけるブリテンの産業上の地位）
　エンジンが登場した頃，それは産業面でブリテンが「世界を征服する武器」と呼ばれることがあっ
たが，それから30年が経った。その1880年代にブリテンは依然として，産業上，世界の覇者であった
だろうか。結論的には「その通り」ということになるだろう。
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　たしかに合衆国は縫製，刈り取り作業，短銃製作，羊毛紡績などでブリテン以上に進んでいた。し
かし，そのことをもって，合衆国が，遅れて産業革命に参加した産業部面においては世界をリードし
た，という風に一般化するのは誤りである。
　欧州諸国も1851年以来，幾つかの部面でブリテンよりも進んでいた。しかし，それは動力面ではな
かった。デザイン技術，金属加工，種々の細分化された部面における化学上の知識などにおける優越
性に過ぎない。但し，冶金産業や機械製作産業においては，ドイツが1880年までの時期に力を蓄え，
成長しつつあった。クルップの名前は既に1851年以前にブリテンで知られていたし，1886年までには，
なおさらのことであった。ドイツの化学知識上の優越性は，当該の時期にも，依然として保持されて
いた。
　ベルギーは大陸諸国の中では最も産業化が早かったが，この時期には，従来ブリテンから導入し
た技術に対してお返しをする役割を果たしていた。ソルヴェイの化学技法，モンスのギボル（Guibal 
of Mons）の炭鉱換気装置などがそうであり，また，コークス窯の副産物の有効利用も，主としては，
ブリテンのために働いた２人のベルギー技術者に負っている。（ベルギーに関しては，クラパムは「ブリ
テンとの優劣」という観点を直截には貫いていない。）フランス鉄道網の完成はおそく，ドイツ以上に遅れ
た。これが産業革命をおくらせた。この時代を特徴づける産業のいずれの分野でも，フランスはブリ
テンと太刀打ち出来なかった。
　ブリテンが世界の産業上の動向を依然として主導していたことには，議論の余地がない。ブリテ
ンは唯一の，真の産業国家（industry state）であり，機械による生産力の膨大な蓄積を果たしていた。
綿工業，石炭産業の他にも，優れた機械設備を有する十指に余る産業を擁していた。また，あらゆる
種類の機械を大量に輸出していた。基礎的な技術上の発明はほぼ全てブリテンによるものであったし，
偉大な鋼に関する発明は全てそうであった。ブリテンは単独で近代的造船法を創り上げた。
　但し，この頃，機械製造や産業上の動向が一挙に国際化してきた。そのために，それらにおける優
位性の確保が長期的なものではあり得なくなってきたことは銘記されねばならない。機械製作や科学
の面における独占は短期的なものとなった。エンジンは誰のためにも無差別に働く。少なくとも短期
的には，一般的過剰生産も生じうるという事態になってきたのだ。
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